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（１）研究の目的が明確で、研究の背景に対する理解が十分であること、そして最終結論が目的と論旨との一貫性があること

（２）論旨と内容が独創的であること。内容が従来の研究のまとめや整理である場合には、その方法や視角の設定に新しさがあること

（３）創意を支える論証が確かであること

（４）先行研究を踏まえて、かつ学術的・論理的な検証に基づき、記述されていること

（５）使用した資料は提出者が収集したものであること。他の研究者の文献の引用、インターネットからの引用については、必ずその引用先を明確に
しておくこと

（６）調査、執筆に際しては、プライバシー、個人情報等に十分配慮し、必要に応じて倫理審査委員会の承認を得ておくこと


